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要 旨 
本論文が対象とするのは、中国の秦漢時代における文書逓伝システムと、そこからうかが
える行政運営の様相である。本論文に収録した七篇の論文は、筆者が設定する研究段階に応
じて、分類・配置してある。これにより、筆者の構想する簡牘資料を用いた歴史研究の方法
論を提示したいと考える。第一篇「文書逓伝システムの復原」では、公文書の逓送記録に記
されている情報をもとに、文書行政の基盤となる各地域の文書逓伝システムを復原し、その
規模と精度を検証する。これが本論文の第一の目標であり、かつ第二篇の基礎資料となる。
そして第二篇「逓伝システムの管理と運営」では、第一篇で示した共通する文書逓伝システ
ムをもとに、その記録フォーマットや郵書記録の作成方式、そして共通する管理方式など、
現存する典籍史料や法制度にはみられない諸問題について検討を加える。 
 第一章では、里耶秦簡の逓送記録と文書簡にみえる発受信の記録をもとに、秦代遷陵県に
おける文書逓伝について、文書の逓伝担当者とその作業動線を中心に考察した。その結果を
まとめると次のようになる。第一に、里耶秦簡の逓送記録は、西北漢簡の郵書が中継地点で
作成された中継記録であるのに対して、文書を県外に発信する前に作成された、いわば発信
の逓送記録であった。これには定型化されたフォーマットが存在する。また、この逓送記録
は都郵で作成されたと推察した。第二に、遷陵県の県内文書には、県廷と官、県廷と郷との
文書がある。県廷から官および郷への文書は、いずれも県廷に派遣された隷臣妾（「廷走」
「廷守府」など）によって逓伝された。一方、官から県廷への文書は、文書の書写者と当該
文書に記された内容・用務に関連がある場合、文書を書写した官吏（佐・史など）によって
逓伝され、それ以外は、官の令史に従属する隷臣妾（「吏走」）によって逓伝された。県廷お
よび官の隷臣妾の間には明確な区分けがあり、作徒薄に登録された場所のみで使役された。
第三に、里耶秦簡にみえる行書日数を検証すると、二つの逓送速度が存在したと想定される。
第四に、発信の逓送記録だけでなく、発信地から受信地まで逓送文書と一緒に運ばれた中継
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の逓送記録が存在した。以上により、秦代文書行政においては、文書の発信地で発信の逓送
記録を作成し、かつ発受信地で文書の発受信情報を明記するだけに留まらず、中継地点で逓
送記録を書き継ぐようにして、複数の地点、複数の人員による多重の管理体制によって、文
書逓伝システムの精確性が維持されたと考えた。 
 第二章では、懸泉漢簡にみえる（１）置の逓伝、（２）騎置の逓伝、（３）亭の逓伝、の三
つの逓送方式における逓伝経路とその逓伝文書の関係について考察した。その結果は次の
とおりである。第一に、置の逓伝は、疏勒河流域における文書逓伝の主要経路であり、書や
檄、記など様々な文書を逓伝した。この置はおよそ漢七五里間隔で設置された。第二に、騎
置の逓伝では、上書と軍書、皇帝璽書を専門に逓伝した。この騎置はおよそ漢四〇から五〇
里間隔で設置され、逓伝速度は同時代の居延地域における文書逓伝の速度、「一時十里」の
五～十倍ほどの速さ（一日一夜行八〇〇～一六〇〇里）であった。このような西域交通路に
おける騎置の設置は、『漢書』の記載によると、少なくとも前漢成帝期まで遡ることができ
る。第三に、亭の逓伝では、置と同様に、書や檄、記などを逓伝した。この亭の逓伝速度は、
居延地域における文書逓伝の速度と一致した。さらに、簡牘資料により復原した逓伝システ
ムをもとに、『史記』王温舒列伝に描かれた騎置のシステムを検証し、史書に潜在する場面
設定を理解するための新たなアプローチの可能性を提示した。 
 第三章では、先行研究の少ない肩水地域の文書逓伝について考察し、額済納河流域に配置
された燧における文書逓伝と候長との関係について検討した。その結果は次の通りである。
第一に、肩水地域の郵書記録の特徴とその機能は、懸泉置や甲渠候官のものと概ね一致した。
第二に、居延地域の逓伝経路について、河南道上塞では候長と候史の駐在する燧を経由して
文書が逓伝された。また、肩水地域について、金関出土の郵書記録は騂北燧で作成されたも
のと考えられるため、金関における文書逓伝の機能は、東部候長の駐在地であった騂北燧に
よるものであったと推察した。ここでも候長の所在地と文書逓伝との関係性が指摘できる。
第三に、当時の額済納河流域においても、疏勒河流域の懸泉置と同様に、騎置の逓送方式が
敷かれていたことを確認した。ただし、その設置や利用は、懸泉置よりもややおそく、王莽
期から後漢初であると推測した。第四に、隧で作成された郵書記録は、候官ではなく部に提
出されたと推測した。末端行政機関で作成された記録の情報は、隧から部へ、部から候官へ
と行政階層に沿って伝えられていったと予想される。ただし、隧や部で作成された記録・情
報が、なぜ肩水候官ではなく肩水都尉府から出土するのかという点は甲渠候官の状況と異
なるため、今後検討する余地がある。 
 
3 
第一篇の結果をまとめると、秦漢時代の文書逓伝システムは、各時代、各地域の特徴に多
少の差異はあるが、逓送記録の利用、いくつもの逓伝施設を経由して文書を運ぶシステム、
文書の重要度に応じた逓伝速度の違い、そして発信、中継、受信地でそれぞれ逓伝情報を記
録するような、文書逓伝を維持・管理する仕組みは共通した。この結果をみると、漢王朝が
秦王朝のシステムを継承したと考えざるを得ない。さらに、里耶秦簡の事例をみると、文字
や度量衡、郡県制などさまざまな統一事業が成され、中央集権的な国家体制が敷かれた統一
秦代以前に、このような文書逓伝システムがすでに整備されていたことがわかる。 
以上のように、秦漢時代の文書逓伝には共通するシステムが存在した。この論証の過程で、
定型化された記録フォーマットの使用、記録の作成方式とその管理、そして各行政階層にお
ける文書逓伝の役割とその全体を統括する管理方式等、現存する典籍史料や法制度にはみ
られない諸問題がみえてきた。 
そこで第二篇では、第四章で秦漢時代の郵書記録における共通フォーマット、第五章で懸
泉漢簡の刻歯郵書からからみえる記録の作成方式とその管理、そして第六章では、漢代辺郡
における文書逓伝の階層性と管理方式について考察することとする。 
第四章では、第一篇の各章で示した定型化された記録フォーマットの比較を、統一秦代の
里耶秦簡、漢代辺郡の居延漢簡、懸泉漢簡、肩水金関漢簡という、複数の資料群で行ない、
記録フォーマットの共通性と変化、そしてその普及の問題について考察した。その結果は次
のようにまとめることができる。第一に、秦漢時代の郵書記録の標準フォーマットとそこに
記された共通項目は、秦代と漢代、そして内郡と辺郡、軍政系統と民政系統の別にかかわら
ず一致した。したがって、漢代の逓送記録のシステムは、秦代のものを踏襲したと考えられ
る。第二に、後漢時代に入ると、複数の地域で共通して、郵書記録の標準フォーマットに変
化が確認できる。その要因は、当該地域における文書の逓送方式に変化があった、あるいは
この時期における西域交通路の経営縮小に関係があると推察した。第三に、記録フォーマッ
トの普及については、『独断』で解説される文書様式ならびに里耶秦簡や睡虎地秦簡『封診
式』にみえる文書様式の普及状況により、中央から頒布されたものであると類推した。この
ほかに、秦漢時代を通じて郵書記録の基本項目に大きな変化はみられなかったため、統一秦
代から後漢時代にかけて、文書逓伝システムに大幅な改変がなかったということになろう。 
第五章では、現時点では懸泉漢簡のみに確認される割り符としての機能を持つ刻歯郵書
について、その作成方法と機能を考察した。それにより刻歯郵書の基本的な形態、機能、そ
して作成と使用方法について理解することができた。そして、このような刻歯郵書のシステ
ムはほかの地域では確認できないため、漢代西域交通路の要衝に設置された懸泉置の文書
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逓伝機能が、従来機関よりも高度であったと考えられる。第一篇で示したように、秦漢時代
を通じて文書逓伝の制度に大幅な改変はみられないが、第四章で論証したフォーマットの
変化や、刻歯郵書などからみてとれるように、制度上には現れないシステムの微調整は必要
に応じて行なわれ、文書逓伝システムはその時々の行政運営に適したかたちに姿を変えて
いったと考えた。 
第六章では、漢代辺郡の軍政系統機構における文書逓伝の役割を、各行政階層に分けて検
討し、階層ごとに共通する役割が存在することを論証した。その目的は、漢代辺郡の軍政系
統で実施されていた文書逓伝の業務状況を比較し、両者に共通する文書逓伝の管理方式の
有無を確認することにあった。その結果は次のようになる。第一に、実際の現場で記録を作
成する最小単位は部であり、文書逓伝業務は部単位で遂行された。第二に、部が作成した記
録は候官に提出され、候官ではそれらを編集・集計して候官単位の郵書課を作成した。候官
は実際の逓伝業務に従事することはなく、郵書課に基づいて部の逓伝業務を監査した。第三
に、候官が作成した郵書課は都尉府に提出され、都尉府により再び監査された。第四に、候
官と都尉府の監査により留遅等が発覚した場合、各部に調査を行なわせ、候官が部の責任者
を問責した。そして、以上の結果に民政系統の状況をあわせると、懸泉置における文書逓伝
の規模は、軍政系統における部のそれに相当するにもかかわらず、実際の職掌は候官と部を
併せたものに近い。両者に差異が生じた要因は、民政系統と軍政系統との相違、あるいは
「置」という行政機構の持つ特殊性、という二つの解答が想定された。 
補論では、従来、秦律にみえる「追」の規定に依拠して解釈されてきた追書システムにつ
いて、里耶秦簡の事例を中心にその機能について基礎的な考察を行なった。その結果、里耶
秦簡の追書システムは二種類の方式が存在すると推察した。ひとつは、秦代行書律の規定に
あるように、相手からの返答（「報」）が届かなかった場合に発する追書で、もうひとつは、
返答の有無にかかわらず発信される、現代でいう「リマインダ」の機能を持つ追書である。
そして、両者は同時期に併存して使用されていた。以上の結果は、秦漢時代の文書行政の厳
密さを示すとともに、そこから中央および地方の行政運営における重要項目を読み取れる
可能性を示すものである。 
 以上、本論文で示してきたように、文書逓伝システムが秦漢時代の文書行政において基盤
となる行政システムであったことは間違いない。そしてそのシステムが高い精度を維持し
ていたからこそ、ほんの少しの違いやほころびからでさえ、当時の行政運営の諸相をうかが
うことができた。本論文におけるこのような視点は、経路の復原を重視する従来研究との最
大の違いである。 
